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宇野理論 Newsletter活動報告 2013年 
宇野Newsletter第2期が始まっていらい3年余りが過ぎました。2012年の活動報告と会計報告をお送りし
ます。 
 
１．Newsletterの発行 

ほぼ季刊で現在まで12号が発行されています。 
 
第2期第9号	
 Richard Westra 編集委員担当2012年11月 “Rejuvenating Marxian Economics through 
Uno Theory” (English Version）  
Makoto Itoh: From the Subprime to the Sovereign Crisis; Why Keynesianism Does Not Work?； 
Thomas T. Sekine: A Thought on Recent Trends in the World Economy;  
Nobuharu Yokokawa: Institutional Marxian Political Economy: A Conceptual Marriage between Marx and 
Veblen;  
John Simoulidis: Review of John R. Bell (2009), Capitalism and the Dialectic: The Uno-Sekine Approach 
to Marxian Political Economy. New York: Pluto Press;  
R. Bell: Review of Richard Westra (2010) Political Economy and Globalization. Routledge, New York: 
2010 
 
第2期第10号	
 横川信治編集委員担当2013年6月。 
丸山泰徳著「資本効率論―資本効率の3階層モデルと再生産」 
山口重克著「小幡道昭による山口批判へのリプライ」 
 
第2期第11号	
 清水真志編集委員担当	
 2013年10月 
泉正樹著「小幡道昭『マルクス経済学方法論批判─変容論的アプローチ』を読む」 
柴崎慎也著「商業資本のもとにおける債務の集積」 
櫻井	
 毅	
 岩田弘の世界資本主義論とその内的叙述としての経済理論 
 
第2期第12号	
 吉村信之編集委員担当	
 2013年11月「恐慌と信用をめぐって」 
江原慶（東京大学大学院）「恐慌論における商業資本」 
岩田佳久（東京経済大学）「ウォルター・バジョットと通貨原理」 
横川太郎（東京経済大学）「「シャドーバンキングシステム」の形成とその実態―ミンスキー理論から

見た1990年代以降の商業銀行業―」 
小林陽介(北海道大学大学院) 「アメリカにおける企業と投資銀行との関係の変化について―1980年代に
おける証券発行を中心として― 
李	
 素軒(イ・ソホン)（東京大学院）「研究ノート：金融化(Financialization)論の諸論点について」 
新田滋（専修大学）「マルクス経済学と限界原理」 
 
 
第2期第13号	
 横川信治編集委員担当	
 2013年12月発行予定（英語版） 
Robert Rowthorn (Cambridge University), “The Emergence of China and India as Great Powers” 
Erik S Reinert (Tallinn University of Technology) and Ting Xu (Queen’s University Belfast), “Declining 
Diversity and Declining Societies: China, the West, and the Future of the Global Economy”. 
Madhura Swaminatahan (Indian Statistical Institute, Bangalore) “Income Inequality in an Era of High 
Growth: the Indian Experience”. 
Tsuyoshi YUKI (Saitama University) “Proudhon’s Socialism and Marx’s Market Theory: the Theory of Free 
Credit and the Theory of Value Form” 
Nobuharu Yokokawa (Musashi University) “Introduction to Japan Society of Political Economy” 
 
 

2．編集委員会 
編集委員会のメンバーが増え、現在日本語版7名英語版5名で構成されています。 
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3.ホームページとメーリングリスト 
「宇野理論を現代にどう活かすか」http://www.unotheory.org 
Newsletterの配信は、list@unotheory.orgを通じて行っています。登録された会員はこのメーリングリス
トに意見や案内を直接投稿することができます。 
Newsletterへの投稿は、editors@unotheory.orgに、事務局への連絡は、contact@unotheory.org	
 
にお送りください。英語版のNewsletterのみの配信は、elist@unotheory.orgを通じて行っています。 
	
 

 
4．2012年度（2012年 4月 1日～2013年 3月 31日）会計報告 

2013年3月31日までに、馬場記念集会、編集委員会、顧問委員会、水谷保孝様、丸山泰徳様、その他6名
の方から寄付金37,280円を頂きました。御礼申し上げます。なお、申しわけありませんが、担当者死亡
のため2012年4月から10月までの記録を紛失しました。 
 
支出に関しては合計200,313円です。Webサイト維持費16,280円。クリエィテイブワークショップ社に、
第9号までのニュース配信を含むサイト管理料189,533円をお支払いしました（毎回2万円＋消費税＝2万1
千円9回で189,000円、通信費等実費として533円）。2013年度からはWebサイト維持費のみとなります。 
 
収入の部 
科目 金額 

前年度繰越金 ¥170,033 

寄付金 ¥37,280 

合計 ¥207,313 

 
支出の部 
科目 金額 

Webサイト維持費 ¥16,280 

クリエィテイブワークシ

ョップ社 ¥189,533 

合計 ¥205,813 

資産状況 
科目 金額 

次期繰越 ¥1500 

合計 ¥1500 

 
事務局 

2012年12月に白井義隆さんがご逝去され、現在Webマスターは2名です。 
 

5．ご寄付のお願い 
本Newsletterと当サイトの維持管理のために、お志で結構ですが、一人年間1,000円程度の寄付をいただ
くことを考えています。よろしければ下記の口座にお振り込みをお願いいたします。 
振込先 
ゆうちょ銀行支店名:練馬旭丘郵便局 
口座名義(漢字)：宇野理論ニュースレター 
口座名義(カナ)：ウノリロンニュースレター 
預金種別：振替口座 
店名（店番）：〇一九(ゼロイチキュウ)店(019) 
口座番号：0377860 
�金融機関からゆうちょ銀行へ振り込む際の注意事項は下記URLをご参照ください。  



3 
 

http://www.jp-bank.japanpost.jp/kojin/tukau/sokin/koza/qa_other.html 
 
 
編集委員：横川信治、植村高久、新田滋、清水真志、吉村信之、田中英明、清水敦 
Editorial Board (English): Nobuharu Yokokawa, Richard Westra, Costas Lapavitsas, Robert Albritton, 
Makoto Nishibe 
顧問委員：櫻井毅、山口重克、柴垣和夫、伊藤誠 
Webマスター：小野成志、杉本伸 
事務局：〒176-8534東京都練馬区豊玉上1-26-1	
 武蔵大学経済学部	
 横川信治 
電話：03-5984-3764	
 Fax：03-3991-1198 
E-mail:	
 contact@unotheory.org	
 
ホームページ：http://www.unotheory.org	
 
 


